
葛飾区社会福祉協議会 

 

能登半島地震における避難者への対応について 

１ 募金活動 

 「ボランティア・ＮＰＯ活動サポート募金（支援金）」として、１月５日（金）から２４日（水）

の２０日間、３階 企画総務課 窓口、１階 ボランティア・地域貢献活動センター 窓口、 

１月１４日（日）地域貢献活動フェア（亀有地区センター）、１月１８日（木）市民後見人養成

講座説明会（ウェルピア）で行った。１月３０日（火）に、第１弾として、総額１６５,０００円

を中央共同募金会へ送金した。 

 第２弾として、各地区で行われた小地域福祉活動やＲＵＮフェスタでの募金活動で寄

せられた支援のお気持ちを、３月２５日（月）に、総額１７３，５３６円を中央共同募金会

へ送金した。 

現在も、各窓口で募金箱を設置し行っている。 

 

２ 避難者への支援活動 

被災された方々への居住支援の一環として東京都は、１月１０日（水）より受付を開

始し、順次１２日（金）から入居を開始した。 

現在、ボランティア・地域貢献活動センターには、区内の都営アパートへ１０世帯ほど

の避難者が入居されているという情報がある。 

 

(1) 社協が支援できるサービス紹介のチラシを作成 

葛飾区役所福祉部くらしまるごと相談課と連携し、区役所へ相談のあった被災者へ

社協が支援できるサービス紹介のチラシ（別紙１）の配布を依頼した。 

 

(２) 社協が直接（区役所との連携）行う相談支援 

 ボランティア・地域貢献活動センターでは、区内の都営アパートに入居されている２

世帯の相談支援（食料・衣類支援・訪問相談）を行った。 

なお、もう１世帯、入居予定者がいるとの情報もある。 

 

(３) 避難者交流会の開催（３月２６日） 

これまで、２件の相談支援で訪問し、当事者からは、ライフライン等が復旧されれば

帰郷を希望されているが、しばらくはこちらに滞在する意向もある。 

また、区内の都営アパートには、１０世帯ほどの避難者が入居されているという情報

もあることから、被災された方々が抱く見知らぬ土地での孤立感の解消や親睦を深め

る集う場として交流会（茶話会）を、地元町会をはじめ連合町会、民児協の協力を得な

がら実施した。詳細は、別紙２ 

 

３ 所管課  ボランティア・地域貢献活動センター 



別紙１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


